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ゆるぎない英語力を育成するために
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平成 28 年度改訂版NEW CROWN の効果的な使い方①

この資料は，社団法人教科書協会「教科書宣伝行動基準」に則って作成しております。
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神秘的な湖と草原が広がるイギリスの湖水地方。この地は，長年多く
の詩人や作家たちを魅了してきました。絵本作家のビアトリクス・ポ
ターもそのひとりです。
ポターが描く物語は世界中の子どもたちに愛され続けています。なか
でもピーターラビットのお話は有名です。ポターは，湖水地方を初め
て訪れた 16 歳のときから自然保護への関心が芽生え，生涯を通じて
ナショナル・トラストを支持し，湖水地方の美しい景観と文化を保全
していました。ポターが暮らした家や農場などはそのまま残されてお
り，現在でも多くの観光客が訪れます。
湖水地方は，ナショナル・トラストを支持・理解している多くの人々
の協力により，景観を守りながら愛され続けています。 （編集部）

TEACHING ENGLISH NOW 特別増刊号 Vol. 1⊖2 は，新しい NEW CROWN
の内容とその指導例をご紹介いたします（Vol. 2 は 4 月末発行予定です）。

（本誌では平成 24 年度版を 24NC，平成 28 年度版を 28NC と略記しています。
また，各学年の教科書は，Book 1，Book 2，Book 3 と表記しています。）
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【題材紹介】28NC Book 2

 Lesson 2 では，ピーターラビッ
トの物語を扱っています。

教科書に描いたイラストへの思いと生徒へのメッセージ

これから，また現在英語を勉強されている生徒たちの中で，「なぜ英語を勉強しなければいけないのか」

と疑問を持つ生徒も少なくないと思います。自分もまたそう考える生徒の一人でした。そのような生徒

だった私もヨーロッパに移住して仕事を経験し，現在では日本と海外を結び，毎年様々な国を訪れ，国籍

様々な沢山の人々と一緒にデザインや映像制作の仕事をしています。その仕事を通して日本だけでは出会

えなかった素晴らしい人達，美しい景色，文化に触れ，これまで数え切れない程，素敵な経験をすること

ができ，私の人生はそれまでよりずっと豊かなものになりました。私にとってそれを可能にしてくれたの

は間違いなく英語でした。その経験の中で強く感じたこと，それは科学やネットが発達し世界の殆どが明

らかになったように思える現在でも，本当の世界はずっと広く豊かで謎だらけであるということでした。

「なぜ英語を勉強するのか」その疑問に対して，皆さんが英語を必要と実感できる機会はもうちょっと

だけ先なのです。そしてその答えの内容は皆さん一人ひとりで大きく異なるでしょう。けれどその時が訪

れたときに少しでも英語を理解していれば，必ずその先で今よりずっと広く豊かな世界が皆さんを待って

いてくれるはずです。その機会を迎える前に，英語の学習を是非頑張ってください。そんな思いを表紙に

込めさせていただきました。

★こぼれ話（教科書と他の仕事との違いや苦労したことなど）

映像制作ではアニメーションやCGを使って動きで表現したい内容を見せることが可能ですが，イラ

ストレーションは 1枚の静止画として表現しなければならない点です。

また中学校でずっと手にして見る表紙ですから，できるだけ飽きがこない表現になるよう意識しました。

背 7.3 ミリ 28中英 1　表紙

（2014. 7. 23　申請本）

パターンA 背 7.3 ミリ 28中英 2　表紙

（2014. 7. 23　申請本）

パターンA 背 7.3 ミリ 28中英 3　表紙

（2014. 7. 23　申請本）

パターンA

Messages from Illustrators ②

　　表紙のイラストレーター
　　　　笠島久嗣さんより
　　　　（イアリン ジャパン）

仕事場の様子



Essay
pening

　「不易流行」ということばがあります。NEW 

CROWN（以下 NC）の歩みを振り返るときに，まさ

にこのことばが妙を得て当てはまると思います。

NCは昭和 53年度版から改訂を重ねて現在に至っ

ています。数多くの先生方，生徒たちの共感・賛同

を得て今日があります。

　「不易」の部分でいえば，題材の NCと呼ばれるほ

どに教科書で取り上げるコンテンツを大事にしてき

ました。NCには 3本柱というものがあります。そ

れは，「異文化理解教育」「ことばの教育」「人間教育」

です。異文化理解教育とは，一言でいえば，英語教

育を通して視野を広げる，世界観を豊かにする，と

いうことです。自分たちと異なる世界を見せる，と

いう点で最たるものはアフリカの扱いでした。英語

の教科書で最初にアフリカを取り上げたのは NCで

す。今でこそ非英語圏を扱うことは当たり前のこと

になりましたが，そのルーツは NCです。また NC

はアドホックに世界の地域を扱うことをしていませ

ん。アメリカという国，そしてその文化を真に理解

するためにはアフリカとの関連付けが必要である，

という理念が根底にあります。以来，NCは様々な

地域・文化を取り上げていますが，必ず英語との関連，

日本との関連を取り入れるようにしています。

　英語教育は英語を教えることが第一義ですが，言

語教育としての責任もあります。グローバル教育と

いう観点でも言語は重要な要素です。ことばには社

会性，関係性，伝達性，表現性，認知性など多様な

側面があります。NCはこれまで，ケニアやインド

における複数言語使用を題材にして，母語の重要性

や言語使用の実態を話題にしてきました。日英語比

較，少数派言語，スピーチなどもことばの教育の一

環です。NCが文法の体系性を重視してきたのもメ

タ言語教育としてのことばの教育を重視しているこ

との反映です。現在，学ぶ力の育成に焦点が当てら

れていますが，学習計画の立案や学習の振り返りも

結局のところはことばの教育の具現化です。

　異文化教育もことばの教育も人間教育の1つです。

加えてNCが重視しているのが，環境教育，平和教育，

共生教育といった，いわば徳育に関わる分野です。

広島を基礎にした平和教育，キング牧師を代表にす

る人物伝などはずっと大切にしてきましたし，伝統

文化や自然科学も重視して扱ってきました。

　また，ここでの「流行」とは，時代のニーズに応える，

ということです。1980年代にはコミュニカティブ・

アプローチが導入され，言語活動重視という流れを

生みました。つまり，知識の習得だけでなく活用を

通してコミュニケーション能力の育成を図るという

英語教育観への移行です。時代のニーズに応えるべ

く，NCは Show & Tellに基づいた表現活動を積

極的に導入したり，それまでには見られなかった 4

技能の活動を特化した「Let’sシリーズ」を打ち出し，

大きな評価を得ました。それを現在では，教科書構

成上も，GETとUSEへと発展させています。こう

した取り組みは言語習得理論の知見と学習指導要領

の要請を加味して生まれたものです。

　現在は，活動の中で言語に関心を寄せるべきだと

いう Focus on Formの指導法や言語とコンテンツ

を関連させる CLILが注目されています。こうした

指導法は，NCが従来から取り組んできた指導理念

と同一軌道上にあるものです。今後の教科書は題材

か活動かという二肢選択ではなく，題材も活動も重

視していくべきだと思います。そうすることで生徒

たちの学習動機が高まり，結局はコミュニケーショ

ン能力が高まると思うからです。

高 橋 貞 雄 　 T a k a h a s h i  S a d a o 　（ 玉 川 大 学 ）

NEW CROWN の歩み，

そして目指すもの

巻 頭 エ ッ セ イ
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特 集  ゆ る ぎ な い 英 語 力 を 育 成 す る た め に

　 特 集  ゆるぎない英語力を育成するために
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変革の24NC：インパクト

　NEW CROWNは，平成 24年度版（以下 24NC）

において「基礎基本の知識・技能を習得し，それら

を活用しながら思考力，判断力，表現力を育成する」

という改訂学習指導要領の各教科共通のキーコンセ

プトを実現するために，レッスン構成を従来のもの

から大幅に改訂し，レッスンの前半をGET，後半

を USEとして，学びのプロセスが見える形にしま

した。また，「4技能のバランスのとれた育成」とい

う学習指導要領外国語の改訂の趣旨を踏まえ，

USE Readを Book 1後半以降の全 Lessonに配

置して読む活動を充実させ，同時にGET Practice

や USE Writeなどで書く活動も強化しました。

　これらの改訂は，従来の授業からの変革を求めら

れるものであったため，当初はとまどいを持って受

けとめられた先生方もいらっしゃったかもしれませ

ん。しかし，徐々に「生徒が力をつけているのを目

の当たりにした」といった，新しいレッスン構成に

ついての肯定的な反応をいただくようになりまし

た。これはおそらく，私たち編集委員会が長時間議

論してきた改訂の趣旨をご理解いただき，授業展開

を工夫していただいたことによるもの，と受けとめ

ております。ご尽力いただきました先生方に深く感

謝申し上げます。

熟成の28NC：極める改訂

　平成 28年度版 NEW CROWN（以下 28NC）は，

上記の状況を踏まえ，レッスン構成は大きく変更し

ない方針を立てたうえで，実際に教科書を使われて

いる先生方からのご意見をつぶさに検証し，使い勝

手を向上させました。さらに，英語教育が大きく変

わろうとする状況を見据え，小中高とつながる英語

教育の中核をなす中学校で，確かな英語力が身につ

く教科書を目指して改訂を行いました。

　以降，改訂にあたって力点を置いた 4点ご紹介

します。それらは 24NCの改訂から継承されてい

る「ことばを使う力」「自ら学ぶ力」「他とかかわる力」

の 3つの力の育成という教育理念と深くかかわっ

ています。すなわち，「ことばを使う力」は次の①②

に，「自ら学ぶ力」は③に，「他とかかわる力」は④に

対応しています。それらを踏まえて，お読みいただ

ければ幸いです。

①スモールステップの言語活動

　28NCの言語活動においては，スモールステッ

プを心がけ，学習の手順が見えるようにしています。

USE Write, USE Speakなどの表現活動では，

「モデルの提示→モデルの分析タスク→自作の展開」

を基本構造とし，小タスクを重ねながら，ていねい

にアウトプットに導いています。そのため，従来 1

ページであったものを 2ページ配当としています。

USE Writeでは，自作をする前に，クラスやグルー

プで 1つの英文を作成する活動を取り入れました。

仲間と協力して英文を作成するプロセスを体験する

ことにより，英文作成の手順や英文構成への理解が

深まり，書くことへの苦手意識が強い生徒も取り組

みやすくなります。

　また，USE Readにおいても，英文を読む際に，

「概要把握→詳細理解→整理」の 3段階で，それぞ

れ視点を変えて繰り返し読むタスクを配置し，ス

モールステップを実現しています。

　こうして，それぞれの USEの活動でつけた力は，

学期に 1回配置された集大成の言語活動 Project

根 岸 雅 史  （ 東 京 外 国 語 大 学 ）

小・中・高のつながりを見据えた改訂
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で発揮できるように構成されています。

②ジャンル意識

　各技能とも，英文のジャンル意識を高めました。

例えば，USE Speakは，「発表」（スピーチなどの

モノローグ），「会話」（双方向のダイアローグ）と分

けました。両者はどちらもスピーキングの活動です

が，それぞれ別の力が要求されるため，構成やタス

ク内容を変えています。

　USE Readは「説明文」「意見文」「物語文」の 3つ

のタイプに分け，それぞれのテキストタイプに応じ

た読む力が育まれるようなタスクを設定しました。

例えば，物語文であれば，あらすじをつかむタスク，

意見文であれば，核となるメッセージをつかむタス

ク，となるように意識しました。

　USEのページには，ジャンルがアイコンで提示

されていますので，生徒にも意識を喚起できるよう

になっています。中学校段階では，さまざまなタイ

プの英文すべてにうまく適応できることまでは求め

られないかもしれませんが，多くのジャンルに触れ，

意識をしておくことは，英語学習の次のステップに

つながるものと考えます。

 

③メタ学習スキル育成の強化

　どの教科もそうですが，とくに語学の場合，学習

量の確保が求められることは論をまたないでしょ

う。学習指導要領でも「自ら学ぶ力」と位置づけら

れ，強調されているように，授業以外の場面でも継

続して学ぶ意欲と自学自習できる力を生徒に身につ

けさせたいものです。近年はアクティブ・ラーニン

グや協働学習など，教師主導の授業観から生徒主体

へ，という新しい潮流も出てきています。

　28NCでは，自学自習できる力の育成につながる

内容を強化しました。24NCから掲載されている

「この課で学ぶこと」「文法のまとめ」などに加えて，

各言語活動に「Tips」を用意し，各技能を高める「コ

ツ」を明示しています。さらに「For Self-study」で

は自学自習のヒントや方法を提示しています。

　自分の英語力をセルフチェックできるよう，

Wordsや「基本文のまとめ」（付録）にチェックボッ

クスを，さらに CAN-DOリストのページ「What 

Can I Do?」を設けました。特に CAN-DOリスト

については，各学年の終了時に何ができるように

なっているのか，と生徒自身が自分の力を見つめる

ことが，高校の英語学習につながっていくものと考

えます。

　これらは，生徒自らが読んでわかるような記述に

なっていますので，実際の授業においては注意を促

す程度でも効果はあると考えられます。随所にちり

ばめられた情報に，生徒自身が意識的にアクセスす

ることで，「英語の力」はもちろんのこと，「英語を

学ぶ力」をも身につけることを期待します。

④生徒が共感できる題材

　今回の改訂にあたって，従来より好評をいただい

ているキング牧師のような題材については残しつ

つ，生徒が共感できる新教材を発掘することに意を

用いました。世界中の子どもたちに親しまれている

Peter Rabbitの話（2年 Lesson 2）や中学時代に

テニス修行のために単身渡米した錦織圭選手の物語

（3年 Let’s Read 3）などは，その方針の下，新し

くラインアップされた題材です。

　また，GETから USEにつながるストーリー性

を強化し，GET Practiceや USEの言語活動にも

久美やポールなどのメインキャラクターを登場させ

ることで，キャラクターの世界につながりをもたせ

て提示するようにしました。生徒は意識を寸断され

ることなく，興味を持続させながら学習に取り組め

ることと思います。

おわりに

　以上，今回の改訂の 4つのポイントを挙げさせ

ていただきました。

　28NCを縦横無尽に使うなかで，高校・大学へと

つながっていく確かな英語力を生徒たちが身につけ，

卒業してからも英語学習を続けられる基礎的な学習

スキルを獲得できることを期待しています。また，

NEW CROWNの題材を通して，日本の中学生がさ

まざまな視点から物事を考えることができ，豊かな

感受性を持った人間に育つことを願っています。

TEACHING ENGLISH NOW 特別増刊号 VOL.1 2015 0302 TEACHING ENGLISH NOW 特別増刊号 VOL.1 2015



　 特 集  ゆるぎない英語力を育成するために
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になります。

　さて，「文法のまとめ」を使った実際の授業で留意し

たいのは，「あそこに文法事項がまとめてあるから試

験前に読んでおいてね」といった使い方にならないこ

とです。 GETや USEで使った文を参考にして考え

させながら，グループワーク等を利用し，生徒達に

自らの力でルールを整理させていく。その後，この

ページを参照しながら，しっかりと確認させていく

ような使い方になるのが理想的といえるでしょう。

　その際，教員の側は，整理を誘導するような発問

をしていく必要があります。たとえば Book 1 

Lesson 9であれば，「過去形と一緒に出てくる言

葉には，どんな特徴があるのかな」のように発問し，

時には例をあげつつ導いて，産物として，明示的な

まとめが出来上がるようにしていくとよいでしょ

う。そして締めくくりは，整理された知識を活用し

ていくこと。活用を目指した言語活動を，最後にぜ

ひ入れていただければと思います。
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　文法事項の確実な定着は，4技能を統合したコ

ミュニケーション活動を円滑に進める上で，きわめ

て重要となります。また，小学校で体験的に学んだ

ものを整理し，発展させていくためにも必要不可欠

といえるでしょう。この文法事項の整理・定着を主

として取り扱うのは，「文法のまとめ」，「Review」，

そして「絵でわかる英語のしくみ」の 3つのセクショ

ンとなります。

文法のまとめ

 28NCでは，各 Lessonの末尾に配置されている

「文法のまとめ」を 1ページに凝縮し，より見やす

くする工夫を取り入れました。このため，例文の日

本語訳は，付録に新設した「基本文のまとめ」（ドリ

ル形式の反復練習などに利用）に移動しました。ま

た，24NCではこのセクションに，確認問題とし

て文法や和文英訳の問題を数問含んでいましたが，

28NCではこれらは含まれていません。その代わ

りに，ペンギンのキャラクターを利用して，生徒が

間違いやすいポイントを簡潔にまとめたり（右図

①），関連文法事項との対比を図でわかりやすく提

示したり（右図②）しています。

　このような変更を行ったのは，本セクションでは

「文法事項を明示的に，しっかりと整理・定着させる」

ことに焦点を当てたいと考えたからです。文法事項

の教え方には，（例文等からルールを引き出させる）

暗示的なものと，（ルールを整理して示していく）

明示的なものがあります。このセクションは，主と

して後者の明示的なアプローチで理解を促進してい

くことを念頭に作られています。つまり GETや

USEのセクションを利用して学んできた事項を，

ここでまとめて整理し，確認していくという使い方

Review

　文法事項に関わる 2つ目のセクションは，

「Review」です。我々教員の悩みの 1つは，教えた

ことがなかなか定着しないことにあります。しか

し，記憶のメカニズムから考えると，これは至極当

然のこととなります。定着を促進するには，繰り返

し対象に触れさせ，そして実際にその対象を利用さ

せてみることが大切ですが，従来，このような繰り

返しの部分が，教科書には欠けてしまうきらい
4 4 4

があ

りました。28NCで設けられた 「Review」のセク

ション（学年ごとに 2箇所）では，この点を反省し，

いくつかの Lessonに散らばって存在している重

要文法事項を 1つにまとめ，関連づけながら整理

していきます。例えば，右に示されている Book 3

のReviewであれば，これまでに学んできた時制が，

例文と図を使ってコンパクトにまとめられていま

す。

　このセクションを利用した指導上の留意点として

は，いきなりこのページを見せるのではなく，生徒

にこれまでの学習を振り返らせ，自らに Review 

を作らせる，ということがあげられます。その際，

「文法のまとめ」のセクションと同様に，ペアワーク

やグループワークなどの協働作業が重要となってき

ます。また，教員の発問による誘導も必須でしょう。

加えて，単なるまとめの作業に終始しないよう，ま

とめたあとは，これらの文法事項を使ったコミュニ

ケーション活動を取り入れていくことも大切です。

絵でわかる英語のしくみ

　3番目のセクションが，付録にある「絵でわかる

英語のしくみ」です。この部分は，単なる文法のま

とめではなく，英語という言語の特徴を，日本語と

対比させながらまとめているセクションです。たと

えば，Book 2の p.130 にある「情報の流れ」の解

説などは，「英語らしさ」がどのようにして生まれる

のかという問題を取り扱っており，言語の学習を通

して文化の機微にも触れることが可能となっていま

す。このような対比をサンプルとしてみせ，より自

然な英文を考えさせるような活動を適宜加えること

で，学習者の動機づけにも役立つものと思われます。

　上記 3つのセクションすべてに共通しているの

は，断片的な文法事項の理解を，（学習者が主体と

なって）体系的な知識に整理・変換し，それを使う

ことで定着させていこうとする流れです。この流れ

の中で，28NCの 3つの文法セクションが大いに

活用され，生徒たちの文法力がより確固なものにな

れば，著者一同，嬉しい限りです。

竹 内 　 理  （ 関 西 大 学 ）

3つのセクションを利用して，
文法事項の確実な定着を目指そう！
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Lesson 9　文法のまとめ

過去形（一般動詞） GET Part 1, 2

「～しました」と，過去にしたことを言うときは，動詞を「過去形」にして表します。

  主語  動詞

肯定文    Amy  played basketball last Sunday.

   Amy  went to Hiroshima last year.

疑問文  Did Amy play basketball last Sunday?

応答文   ̶ Yes,  she  did. / No,  she  did not.

否定文    Amy  did not play basketball last Sunday. 

●動詞の過去形
動詞には，その過去形が -edで終わる「規則動詞」と，went（goの過去形）のように形が変わる「不
規則動詞」があります。

規則動詞の過去形
　①edをつける  　play → played [d]  　cook → cooked [t]  　wait → waited [id]
　②dだけをつける  　use → used [d] 
　③語尾が子音字＋yのとき，yを iにかえてedをつける  　study → studied [d]
　④最後の文字を重ねてedをつける  　stop → stopped [t] 

不規則動詞の過去形
　go → went   　say → said   　have → had   　see → saw

●現在形と過去形

goの過去形

文の最初にDid 動詞の原形

短縮形はdidn’t

動詞の前に
did not

動詞の原形

① I play baseball. ② I played baseball yesterday.

左の①の現在形は，いつも（習慣的
に）しているということを表します。
②の過去形は，過去のあるときの
動作や状態を表します。過去 現在 未来 昨日 現在

［付録］基本文のまとめ

did not →didn’t

短縮形

次の単語の過去形を書いて発音しよう。そして，つづりと発音のルールを話し合おう。

1. look  　　　　　  2. live  　　　　　 3. use 　　　　　 4. enjoy 　　　　　 5. play  　　　　　
6. stop 　　　　　 7. study 　　　　　 8. walk 　　　　　 9. wash 　　　　　  10. visit 　　　　　

Sounds♪  発音とつづり

どんな主語でも動詞の過去形
は同じ形だよ。
I
You
Tom 
We
She
He

played soccer 
yesterday.

過去形では，last week や
yesterdayなど，過去を表す
ことばが一緒に使われるよ。
yesterday （昨日）
last night （昨夜）
last week （先週）
last month （先月）
last year （昨年）
three years ago　（3年前）
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LT 4■□ How much is this bag? ■□ このかばんはいくらですか。

■□ ― It’s fifteen dollars. ■□ ― 15ドルです。

5-1 □ Who is [Who’s] this boy? □ この男の子はだれですか。

□ ― He is [He’s] Koji. □ ― 彼は耕司です。

5-2 □ Who’s that man?  I don’t know him. □ あの男の人はだれですか。私は彼を知りません。

5-3 □ When do you play tennis? □ あなたはいつテニスをしますか。

□ ― I play tennis on Sundays. □ ― 私は日曜日にテニスをします。

□ Where do you play tennis? □ あなたはどこでテニスをしますか。

□ ― I play tennis at school. □ ― 私は学校でテニスをします。

LT5 ■□ Whose bag is this? ■□ これはだれのかばんですか。

■□ ― It’s mine. ■□ ― 私のものです。

6-1 □ Miki plays tennis. □ 美紀はテニスをします。

6-2 □ Does Miki play tennis? □ 美紀はテニスをしますか。

□ ― Yes, she does. / No, she does not [doesn’t]. □ ― はい，します。 / いいえ，しません。

6-3 □ Miki does not [doesn’t] play basketball. □ 美紀はバスケットボールをしません。

LT6 ■□ Which do you want, a hamburger or a hot dog? ■□ ハンバーガーとホットドッグ，どちらがほしいですか。

■□ ― A hot dog.  How about you? ■□ ― ホットドッグです。あなたはどうですか。

7-1 □ Koji can play the piano. □ 耕司はピアノをひくことができます。

7-2 □ Can Koji play the piano? □ 耕司はピアノをひくことができますか。

□ ― Yes, he can. / No, he cannot [can’t]. □ ― はい，できます。 / いいえ，できません。

□ Koji cannot [can’t] play the f lute. □ 耕司はフルートを吹くことができません。

LT7 ■□ Can you help me? ■□ 手伝ってくれますか。

■□ ― Sure. / I’m sorry.  I can’t.  I’m busy now. ■□ ― もちろん。/すみません。できません。今，忙しいのです。

8-1 □ Tom is studying math now. □ トムは今，数学を勉強しています。

8-2 □ Is Tom studying math now? □ トムは今，数学を勉強していますか。

□ ― Yes, he is. / No, he is not [isn’t]. □ ― はい，しています。 / いいえ，していません。

□ Tom is not [isn’t] studying math now. □ トムは今，数学を勉強していません。

LT8 ■□ How can we go to Midori Park? ■□ みどり公園にはどのようにして行けばよいですか。

■□ ― We can go by bus. ■□ ― バスで行くことができます。

9-1 □ Amy played basketball last Sunday. □ エイミーは先週日曜日にバスケットボールをしました。

9-2 □ Did Amy play basketball last Sunday? □ エイミーは先週日曜日にバスケットボールをしましたか。

□ ― Yes, she did. / No, she did not [didn’t]. □ ― はい，しました。 / いいえ，していません。

□ Amy did not [didn’t] play basketball last Sunday. □ エイミーは先週日曜日にバスケットボールをしませんでした。

□ Amy went to Hiroshima last year. □ エイミーは昨年，広島へ行きました。

LT9 ■□ Why do you like Ann? ■□ なぜアンが好きなのですか。

■□ ― Because her voice is beautiful. ■□ ― 彼女の声が美しいからです。
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これまで出てきた，現在・過去・未来を表す表現を復習しましょう。

Review  時制  

①現在形「～します」 いつも（習慣的に）すること

I play tennis.

過去 現在 未来

②現在進行形「～しています」 動作をしている最中

I am playing 
tennis now.

過去 現在 未来

③過去形「～しました」 過去のできごと，
過去に行ったこと

I played tennis 
three days ago.

3日前 現在

④過去進行形「～していました」 過去のある時点に
行っていた動作

I was playing 
tennis then.

そのとき 現在

⑤現在完了形
 継続  「（ずっと）～しています」
過去から現在まで継続していること

 完了  「～しました」
ものごとが完了している状態

 経験  「～したことがあります」
これまでに経験したこと

twice　二度

  

I have been in bed
 for four days.

I have finished lunch. I have been to Kyoto 
twice.

4日間 現在 現在 現在

⑥未来を表す表現
 be going to ～  「～するつもりです」「きっと～する」
予定・確実に起こりそうなこと

I am going to play the piano 
at the party tomorrow.

現在 明日

 will  「～でしょう」「～しようと思う」
これから先のことの推測・意志

pianist　ピアニスト

  

Jun will be a pianist in the future.

現在
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 貼込　再校✓

Book 3 Review　時制

What did  Natsume Soseki  write?

 I gave  her   some flowers . 

（△ I gave  some flowers  to  her .）

 Natsume Soseki  wrote  Botchan .

 It  is one of the most popular books in Japan.

Who wrote  Botchan ?

What did you give  your mother  for her birthday?

 Botchan  was written by  Natsume Soseki .

 He  taught English in Matsuyama.

①

②
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 情報の流れ（英語の発想）
 英語の文の中で，情報がどのように伝えられているか見てみましょう。
3.

他の文も見てみましょう。

taught teach（教える）の過去形

文はそれぞれ，「知っている情報→新しい情報」という順番になっているよ。
新しい情報は後ろのほうに来て，次はそれを前に置いて情報をつけ足していくんだね。

新しい情報は後ろにくるので，この流れだと
I gave her some flowers. の方がより自然な文だよ。
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　『中学校学習指導要領解説外国語編』の言語材料の

「語，連語及び慣用表現」では，指導する語の総数を

「1200語程度の語」としています。限られた教科書

のページ数に，どのような語彙を盛り込み，学習者

に語彙の定着を図る工夫をしたらよいかは大きな課

題だと思います。まず，28NCの語彙選定がどのよ

うに行われたのかを振り返ってみたいと思います。

28NC の語彙選定について

　教師が学習者に学んでほしいと思う語彙として， 

①社会で必要とされている基本的な語彙，②実用英

語の観点から英語検定試験で求められる語彙，③平

成 10年の学習指導要領の「別表 1」などの語彙，④

平成 24年度版検定教科書で使用されている語彙，

⑤学習者がコミュニケーション活動で必要とする語

彙，といった観点からコーパスを作成しました。具

体的なワードリストや各コーパスは以下の通りで

す。

①  COB5，

LDOCE3

COBUILD5の 3 diamonds の 語

彙（654語）と，話し言葉における

使用頻度上位 1000語

② 英検 

コーパス

2009－ 2011年度の英検 5級，4級，

3級のコーパスに出現する語彙

③ H10CS 学習指導要領「別表 1」の語。季節，

月，曜日，時間，天気，数（序数含む），

家族（186語）

④ 教科書 

コーパス

H24年度版検定教科書 6社に出現

する語彙（listening script含む）

⑤ 中学生の 

学習者 

コーパス

スキット，日本紹介，スピーチ，将

来の夢エッセイ，冬休みの日記から

なる学習者コーパスに出現する語彙

　28NCでは，これらのワードリストとコーパス

から，どの分野にも使用される語彙（range）で，

なおかつ使用頻度（frequency）の高い語彙を教科

書で扱うべき 1200語程度の語彙として選定してい

ます。教科書本文の執筆の際は，この 1200語を活

用して執筆作業を行っています。

28NC の語彙構成について

　28NCは，連語及び慣用表現を除き，新語は「最

重要語」，「重要語」，「話題語」の 3部から構成され

ており，上記のワードリストや複数のコーパスをも

とに精選された 1200語は，「最重要語」，「重要語」

に分類されています。

　最重要語は，1200語のうち，最も活用度の高い

600語で，教科書のWords欄に太字で示しています。

　重要語は，最重要語の次に大切な語です。最重要

語と重要語は，生徒が話したり，書いたりすること

ができることを目標とする語（発表語彙）で，

Words欄の語彙の横にチェックボックスを付け，

覚える語として明示し，学習者の自律的学習に役立

つようにしてあります。

　話題語は，教科書の題材との関連で必要な語

で，特定の英文の中で理解することを目標とする

語です。例えば，人名・地名などの固有名詞がそ

れにあたります。生徒が読んだり聞いたりして理

解できることを目標とする語（受容語彙）です。最

重要語や重要語のように書いて覚える語彙ではな

いため，Words欄の点線の下に書体を変えて示し

（century），その意味を付してあります。

教科書で語彙指導をどのように行うか

　生徒から単語が覚えられない，どうしたら覚えら

れるようになるのかという質問をよく受けます。

28NCでは語彙の習得がしやすいようにさまざま

な工夫をしています。

（1）語彙をリサイクルし，徐々に増やしていく工夫

　Book 1 Lesson 3の後のWords & Sounds 

3「1日の生活」では，get upから go to bedまで

の語句を学習し，自分の 1日について話す活動を

行います。そして，少しあとの Lesson 6 GET 

Part 1のWord Bank「1日の活動」では，get to 

schoolから feed my catなど学校や放課後の行

動を表す語句を扱い，語彙の幅を広げています。

Word Bankと連携する Practiceの Speakでは，

この Word Bank に加えて既習の Words & 

Sounds 3の語彙も活用し，1日の生活について

ペアで話します。このように 28NCには，語彙を

繰り返し使用し，さまざまな活動を通して，語彙の

定着を図っていく工夫があります。

（2）Word Bank と Practice との連携

　Word Bankは，カテゴリー別に分類した語句を

イラストで提示し，視覚にうったえることによって

記憶しやすくしています。また，前述の通り，

Practiceの活動を行う際に参考となる語句や表現

をまとめることで，Practiceと連携しながら語彙

の定着を図るように工夫されています。

　Nation（2001:63）は， 語 彙 習 得 に つ い て，

noticing（単語への気づき）, retrieval（単語の呼び

起こし）, creative （generative） use（単語を用

いた創造的（生成的）使用）という一連の 3つのス

テップを踏むことが重要であると述べています。

　まず，Word Bankで語彙に注目し，Practice

でその語彙を思い起こしながら SpeakやWriteの

活動に活かします。Practiceでは主に，自分のこ

と，あるいは友達のことについて話したり，書いた

りするため，Word Bankで練習した語彙を創造的

に使用する活動に近いと言えます。

教科書を後ろから見ることの勧め―付録
の活用

　教科書を前から順にしか見ていないと，巻末に役

立つ便利な情報があることに気づかず，あとで後悔

するといったこともあります。ぜひ一度，後ろから

眺めてみませんか。

（1）いろいろな単語

　教科書の巻末付録には，「いろいろな単語」があり

ます。さまざまな語句が意味のカテゴリーでまとめ

られており，その語句を用いた対話のモデルも提示

されています。例えば Book 1の「施設」では，下

記のように対話文に続き，多くの施設に関する語彙

が提示されています。

　全学年で豊富な対話例と語彙が提示されているの

で，ここを使えば，これまで学習者が直面してきた

ような英語で言いたいけれど単語を知らないから言

えないということはなくなります。チャットなどの

帯活動で繰り返し使用することにより，自己表現の

幅を広げます。

（2）単語の意味　調べて覚えよう

　巻末の「単語の意味」には，語句の「使い分け」の

コラムがあり，学習者は類義語の違いを知ることが

できます。big, large, greatの使い分けをはじめ

とするコラムが Book 1に 11個，Book 2，3に

はそれぞれ 15個設けられています。コラムを活用

することで語の違いを的確に知ることができます。

　28NCは，使い込むことでたくさんの語彙のイ

ンプットができ，学習者に無理なく語彙が定着して

いく工夫が随所にされています。28NCが語彙指

導に，また学習者の語彙学習に役立つことを願って

います。

【参考文献】
文部科学省『中学校学習指導要領解説外国語編』（平成 20 年 9 月）
開隆堂，2008．
文部科学省『中学校学習指導要領（平成 10 年 12 月）解説―外国
語編―』東京書籍，1999．

Col l ins Cobui ld Engl ish Dic t ionar y for Advanced 
Learners. 2006. （改訂第 5 版）Harper Col l ins.

L o n g m a n D i c t i o n a r y o f  C o n te m p o r a r y E n g l i s h 
（LDOCE） Four th edi t ion. 2003. Longman.

Nat ion, I .S.P. 2001. Learning Vocabulary in Another 
Language. Cambr idge Universi ty Press, Cambr idge.
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録

one hundred and fifty-one

カラオケに行く go to karaoke
キャンプに行く go camping
コンサートに行く go to a concert
サイクリングに行く go cycling
魚釣りに行く go fishing
サッカーをする play soccer
散歩をする take a walk
乗馬に行く go horse-riding
ジョギングに行く go jogging
スキーに行く go skiing
スケートに行く go skating
スケートボードをする skateboard
テニスをする play tennis
友達と一緒に過ごす
 hang out with friends
バーベキューをする have a barbecue
ハイキングに行く go hiking
プールで泳ぐ swim in a pool
ピクニックをする have a picnic
ボウリングに行く go bowling
ボランティア活動をする
 work as a volunteer
山に登る  climb a mountain
旅行に行く go on a trip
ローラースケートをする roller-skate

施設
例 A :  Where is the aquarium?
 B: It’s next to the fire station.

アパート apartment house
市場 market
映画館 movie theater / cinema
駅 (train) station
競技場 stadium
警察署 police station
公会堂 public hall
工場 factory
高等学校 (senior) high school
交番 police box
ゴルフ場 golf course
コンビニエンスストア convenience store
市役所 city hall
小学校 elementary [primary] school
ショッピングモール (shopping) mall
消防署 fire station
書店 bookstore
診療所 clinic
水族館 aquarium
スーパー supermarket

（総合）大学 university
ダム dam
地下鉄の駅 subway station
中学校 junior high school
駐車場 parking lot / car park
動物園 zoo
図書館 library
博物館，美術館 museum
バス停 bus stop
パン店 bakery
飛行場 airport
病院 hospital
墓地 graveyard, cemetery
ホテル hotel
港 harbor, port
遊園地 amusement park
郵便局 post office
幼稚園 kindergarten

横断歩道 crosswalk / zebra crossing
交差点 intersection
公衆電話 phone booth / phone box
高速道路 expressway / motorway
自動販売機 vending machine
信号機 traffic lights
線路 railroad, railway
堤防 bank
通り street
橋 bridge
標
ひょう
識
しき

 sign
踏み切り railroad crossing
歩道 sidewalk / pavement
郵便ポスト mailbox / post (box)

日本の祝日・行事
例 A :  When is the Girls’ Festival?
 B: It’s on March 3.

元日 New Year’s Day
成人の日 Coming-of-Age Day
建国記念の日 National Foundation Day
春分の日 Vernal Equinox Day
昭和の日 Showa Day
憲法記念日 Constitution Day
みどりの日 Greenery Day
子どもの日 Children’s Day
海の日 Marine Day
敬老の日 Respect-for-the-Aged Day
秋分の日 Autumnal Equinox Day

体育の日 Health-Sports Day
文化の日 Culture Day
勤労感謝の日 Labor Thanksgiving Day
天皇誕生日 Emperor’s Birthday

ひな祭り Girls’ Festival
七夕 Star Festival
お盆 Bon Festival
お月見 moon viewing
大みそか New Year’s Eve

いろいろな形容詞
新しい・古い new / old
熱い・冷たい hot / cold
厚い・薄い thick / thin
いっぱいな・からの full / empty
うるさい・静かな noisy, loud / quiet
（数が）多い・少ない many / few
（量が）多い・少ない much / little
大きい・小さい large / small
重い・軽い heavy / light
きれいな・きたない clean / dirty
暗い・明るい dark / light
湿った・乾いた wet / dry
（背が）高い・低い tall / short
高い・低い high / low
高い・安い expensive / cheap
遠い・近い far / near
長い・短い long / short
早い・遅い early / late
速い・遅い fast / slow
広い・せまい wide / narrow
やさしい・難しい easy / hard, difficult
やわらかい・かたい soft / hard
豊かな・貧しい rich, wealthy / poor
よい・悪い good / bad
若い・年取った young / old

美しい beautiful
運のよい lucky
おいしい delicious
外国の foreign
カラフルな colorful
危険な dangerous
興味深い interesting
国際的な international
個人的な personal
自然の natural
すばらしい wonderful
大切な important
伝統的な traditional
人気のある popular
役に立つ useful
有名な famous
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特 集  ゆ る ぎ な い 英 語 力 を 育 成 す る た め に

　 特 集  ゆるぎない英語力を育成するために
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・聞き取りの場面と話題：学習タスクと同様にする

・聞き取りの種類：学習タスクと同一にする

・聞き取りの課題：学習タスクと同様にする

・音声の長さ：学習タスクと同様か短めにする

・音声の速さと質：学習タスクと同様にする

・音声の語彙と文法：学習タスクと同様にする

・�音声の（ニュースなどの）テキストと（描写などの）

ジャンルのタイプ：学習タスクと同一にする

・音声：ALT に依頼するか，ソフトウェアで作る

　慣れてくると，パラレルなリスニングのタスクの

作成は，意外に簡単で，楽しい。練習タスクで知識・

技能を確実に身につけさせ，生徒が自信を持って定

期考査の評価タスクに臨めるように指導したい。

［引用文献］
El l is , R. & Sh in tan i , N. （2014） Explor ing language 

pedagogy through language acquis i t ion research . 
London: Rout ledge.
文部科学省（2013）「各中・高等学校の外国語教育における
『CAN-DO リスト』の形での学習到達目標設定のための手引
き」
大岩樹生（2013）「『5 つの提言』を受けて，今やるべきこと（1）―
初見の文章による内容理解の評価（Reading）」Teaching 
Engl ish Now , Vol . 25, pp.16-18.
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sixty-eight

◉聞き手が必要な情報を聞き取る

先生へのインタビュー
2

Pre-listening

ALTの先生にインタビューをします。自分ならどんなことをたずねたいか，考えてみよう。

Listening

1. インタビューの会話を聞いて，ALTの先生の名前・出身国・誕生日・家族の人数を，下のメモに書き入れよう。

2. もう一度聞いて，先生の好きな日本食とスポーツを選び，語句や絵を○で囲もう。

名　前：　デイビス先生（Mr Davis）
出身国：　　　　　　　　　　　　　　
誕生日：　　　　月　　　　日
家　族：　兄・弟　　　人，姉・妹　　　人

好きな日本食：　　天ぷら　・　納豆　・　煮物　・　すし
好きなスポーツ：

◆インタビューでどんな表現が使われていたか，
　もう一度聞いて確認してみよう。 Do you have any brothers or sisters?　兄弟や姉妹はいますか？

Thank you for your time.
　お時間をとっていただきありがとうございます。
　

Expressions

次の英文を聞いて，文の終わりを上げて発音している場合には  を，下げて発音している場合には  をそれぞれ（　）に
書き入れよう。

　　1. Sorry? （　　）
　　2. When is your birthday? （　　）
　　3. I have two brothers. （　　）
　　4. Do you have any brothers or sisters? （　　）

Sounds♪  英語らしい音
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Pre-listening

家に帰ると，留守番電話にメッセージが残っていました。
自分ならどんな用件があるときに留守番電話にメッセージを残すか考えてみよう。

Listening

1. 3つのメッセージを聞いて，だれからのどんな用件だったか下のカードに情報を書き入れよう。

2. もう一度聞いて，メッセージを聞いたあとどうすればよいか，対応方法にチェック□✓しよう。

①
人物：　　　　　　　　
用件：
　　月　　日の　　時から，　　　　　　がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　□電話をください　　□メールをください
　□また電話します　　□会ったときに話します

②
人物：　　　　　　　　
用件：
　　　を　　　　　　　　　　　　ほしい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　□電話をください　　□メールをください
　□また電話します　　□会ったときに話します

③
人物：　　　　　　　　
用件：
　　　の　　　　　　　を教えてほしい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　□電話をください　　□メールをください
　□また電話します　　□会ったときに話します

◆ 留守番電話のメッセージではどんな表現が使われていたか，もう一
度聞いて確認してみよう。

◉話し手が伝えたいことを聞き取る

留守番電話のメッセージ
5

finish the book　本を読み終える
give it back　（本を）返す
call you again　（あなたに）また電話をする
call me back　（私に）電話をかけ直す
as soon as possible　できるだけ早く
　

Expressions

3つのスピーチを聞き，話し手の気持ちを下から選んで（　）に書き入れよう。

　　Speech 1（　　　）　　Speech 2（　　　）　　Speech 3（　　　）

　　A うれしい　　B はりきっている　　C かなしい

Sounds♪  英語らしい音
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forty-seven

Pre-listening

海外のニュースに，学生組織“Peace Club”の活動が取り上げられました。右の絵を見
てどんな活動か想像してみよう。

Listening

1. ニュースを聞いて，内容に合うものを選び，○で囲もう。

いつ　　：　1945年　／　1996年　／　今年の8月

だれが　：　日本の学生　／　多くの国の学生　／　アジアの国の学生

どこで　：　広島　／　長崎　／　ヨーロッパ

何をした：　記念撮影をした　／　映画を観た　／　ガイドの話を聞いた

2. もう一度ニュースを聞いて，次の質問に答えよう。
・訪れた世界遺産を見て，学生たちはどんなことを学んだでしょうか。

 

・学生達は午後をどのように過ごしたでしょうか。
 

・学生の1人はどんな感想を述べていたでしょうか。
 

3. もう一度ニュースを聞いて，学生たちの心が最も揺れ動いた場面を説明しよう。
 

◆ ニュースの中でどんな表現が使われていたか ，もう一度聞いて
確認してみよう。

◉話の全体的な内容を聞き取る

テレビニュース
3

come together　集まる
take action for peace　平和のために行動する
placed ～　～を置いた
　

Expressions

次の英文を聞いて，意味のかたまりを考えながら，区切って読まれている箇所にスラッシュ（／）を入れよう。

　　1.  This year students from many countries visited the Atomic Bomb Dome and Hiroshima Peace 
Memorial Park. 

　　2.  Students from many countries learned that it is necessary for us to take action for peace. 

Sounds♪  英語らしい音
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USE Listen から Let＇s Listen へ

　28NCでは，リスニングの指導は主に Let’s 

Listen で 行 う。 こ の ペ ー ジ は 24NC の USE 

Listenのページを発展的に引き継いでいる。以下

に USE Listenから Let’s� Listen への改訂の意図

と実際，さらに指導と評価の要点を説明したい。

より豊富なインプット

　28NCではリスニングの指導と評価が大きく変

わる。28NCで学ぶ生徒には，より頻繁に，より

多くの音声インプットが与えられることになった。

頻度については，3学年で計 8回の USE Listen

から，3学年で計 18回の Let’s Listenへと，2.3

倍に増えている。一方で量的には 3学年で 1.7倍に

抑えられ，生徒が 1時間で聞く長さがより適切に

なっている。

　これは，学習者はインプットとアウトプットの機

会が多いほど英語力を向上する（Ellis & Shintani, 

2014, pp.24-25など），という第二言語習得（SLA）

研究で明らかになったことに配慮した改訂である。

3 種類の聞き取り

　リスニングは，対話のように聞いたあとに発話す

る場合と，ラジオニュースのように聞き取りに専念

する場合に分かれる。28NCを使う英語授業では，

前者を話す領域で，後者を聞く領域で指導する。

　右ページに 28NCの Let’s Listenのページの冒

頭を例示した。教師は生徒の聞く技能を，次の①～

③の 3種類の聞き方を指導して育成する。Book 1 

Let’s Listen 2「先生へのインタビュー」では，

ALTの先生の出身国や誕生日など，「①聞き手が必

要な情報を聞き取る」。Book 2� Let’s� Listen� 5

「留守番電話のメッセージ」では，誰からのどんな用

件かなど，「②話し手が伝えたいことを聞き取る」。

そして Book 3� Let’s� Listen� 3「テレビニュース」

では，いつ・誰が・どこで・何をしたなど，「③話

の全体的な内容を聞き取る」。

　生徒は以上の①～③で「聞くことを学ぶ（learn 

to listen）」。一方，全ての Let’s Listenの最後の

課題は，「◆どんな表現が使われていたか，もう一

度聞いて確認しよう。」である。ここでは「学ぶため

に聞く（listen to learn）」。講義を聞くときのよう

に，「できるだけ多くの詳細を聞き取り，知識に加

えて語彙・文法・音声等の習得も行う聞き取り」の

学習機会を与えることでリスニング力をつけたい。

実践的な聞き取り

　リスニングの場面は，教室内の本物のコミュニ

ケーションと教室外の実際のコミュニケーションの

2つの言語使用領域に見いだされる。「先生へのイ

ンタビュー」は前者の，「留守番電話のメッセージ」

と「テレビニュース」は後者の領域の身近な場面で

の実践的な聞き取りの学習である。

　24NCはUSE Listenを Lessonの中に配置し，

Lessonの話題や新出文法に配慮して聞き取りのタ

スクを設定している。一方，28NC では Let’s�

Listen を Lessonの外に置き，Let’s Talk同様に

独自のシラバスに基づいて，2つの言語使用領域で

の実践的リスニング能力の伸長を期す。

指導の仕方

　上述のように，各Let’s� Listen のページのねらい

は①，②，③のどれかになる。①から③へと難しく

なるため，シラバス上では 1年生に①

を多くし，学年が上がるにつれて②と

③が増えるように配置している。

　各 Let’s� Listen のページには Pre-

listening，Listening，表現の確認

（◆）の 3種の課題を用意している。

Pre-listeningでは，まず絵を用いて

場面を把握し，「内容・形式スキーマ

を活性化して，聞く前に予測すること」

の重要性を指導する。

　続く Listeningでは，①～③のど

れか 1つの聞き取りに取り組む。こ

こでは聞き取りの種類に応じて，2～

3題の課題が設定されている。生徒が

目的を変えて数回聞き，ねらいの聞き

取りに成功するように指導する。

　最後の表現の確認（◆）ではスクリ

プトを示し，Expressionsのコーナー

の語句をチャンクとして活用して，詳

細まで聞く聞き取りに取り組ませる。

（なお，初学者に大切な音の変化などの聞き取り指

導については，Soundsについての別稿を参照の

こと。）

評価の仕方

　文部科学省（2013）で，「時間軸に沿って物語の

あらすじを読み取ることができる」が指導目標のと

き，①教科書の物語文でその読み方を指導�→�②教

科書とは別の同じような時間軸で構成された物語文

を用いて，あらすじをつかむ練習�→�③教科書とは

異なる物語を読む筆記テストにおいて，時の流れを

示す表現などを頼りにしながら全体のあらすじを読

み取る評価，という手順が改めて示された。

　以来，学校では，教科書の課題を「学習タスク」，

定期考査の課題を「評価タスク」，評価に向けて練

習する課題を「練習タスク」呼び，練習タスクと評

価タスクでは，学習タスクと「同じような」ものだ

が異なる（パラレルな）タスクを用いる新しい指導

と評価が実践されている（大岩（2013）など）。

　リスニングでは，学習タスクとパラレルな練習タ

スクと評価タスクを，以下に留意して作成する。

松 沢 伸 二  （ 新 潟 大 学 ）

Let＇s Listenでの指導と評価
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はじめに

 英語の授業では，生徒同士で会話させてみると，

会話が成立しなかったり，会話がすぐに止まり沈黙

してしまったり，言いたいことが言えなくて日本語

が聞こえてきたりすることもある。

　実際に会話を終えた生徒に感想を聞くと，「時間

があれば思い出せた」「言いたいことを（直接）表す

単語や文法がわからなかった…」など，その多くが

教科書などで学習した既習の定型表現を，言いたく

ても瞬時に発話できていないことがわかる。その原

因は，主に次のようなことが考えられる。

・日本語で考えてそのまま英語に直訳してしまう

・自分の語彙レベルで言いかえることができない

USE

94

Speak 会話

ninety-four

 1 得意なことについて会話しよう。

Skit

 ＋1：一言追加しています。　 ：相づちをうっています。　 ：質問しています。

 

  

   

 

　

①  Can you play basketball?

Meiling

   

②  Yes, I can.  I’m a member 

of a basketball team.
＋1

Raj
③   Really?    What is your position? 

＋1

position ポジション

会話を続けよう
（質問する・相づちをうつ）

 Step 1  会話を確認しよう。
   （1） ①～③を声に出して読もう。
   （2） ペアで①～③の Skit  を演じよう。

 Step 2  会話の流れを考えよう。
   （1）  ①～③のあと，2人の会話はどのように続いていくで

しょう。
   （2）  ＋1  の下線部や  と  の部分には，他にどんな英

語が入るでしょう。
   （3）  ②で，ラージが “No, I can’t.”と答える場合，どんな

会話になるでしょう。

 Step 3  ペアで自由に会話しよう。
   ・“Can you play basketball?”で会話を始めよう。
   ・（1分以上）会話を続けよう。

★つなぎことば
　Well, / Let’s see, / Let me see. / Ah, /
　Uh, / I mean, / You know, 
★質問　
　【人】 Are you a good player?
　　Who’s your favorite player?
　【時】 When do you practice?
　　How often do you practice?
　　How long do you practice a day?
　【場所】 Where do you practice?
　　Do you play it in the gym?
　【その他】 Do you watch the NBA?
　　Which NBA team do you like?
　　Can you play any other sports?
★返事
　Of course. / So-so. / A little.　
　

［付録］いろいろな単語

※NBA＝全米プロバスケットボール協会（主催の試合）

Idea Box
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【指導のポイント】：リアクション／相づち／アイ
コンタクト／つなぎことば／確認（サマライズ・エ
コー）／一言で終わらない質疑応答力（事実＋感想，
事実＋具体例，事実＋感想＋質問など）／など

定型表現の自動化を目指した
アウトプット活動

　日本語を英語に直訳しないためには，瞬時に口か

ら出てくる定型表現などを増やし，会話を継続する

力や即興で話す力を育てることが鍵となる。

　28NCでは，各学年にUSE�Speak 会話（チャッ

ト活動）が設定されている。しかし，左下の Book 

1 Lesson 7の例のように，チャット指導のポイン

トは多岐にわたるため，全てを 1～ 2時間で教え

るのは，生徒への負担も大きく難しい。

　そこで，教科書がGETからUSE，そしてProject

に向かって構成されている点を上手く活かし，USE�

Speak 会話を目標として，次のように段階的に

指導し，暗唱・発表レベルまで高めていくことで，

学習の定着を図ることができる。

《USE�Speak 会話を目標とした段階的な指導例》

自分が持っている単語を工夫して使う力

　会話のあとには，「英語で言いたかったけど言え

なかったこと」を生徒に書き出させるとよい。そう

すれば，既習の定型表現を使って，「言いたいこと

が表現できる」ことや，「言い方は何通りもある」こ

とに気づかせることができる。特に学習の初期段階

では，この発想とやり方をクラス全体へフィード

バックし，共有することが大切だ。

　また，学年が上がれば，話す内容も込み入ったも

のになるため，今ある自分の語彙を使って表現する

力を身につけることが，会話を継続する力や即興で

話す力を育てるための，もう 1つの重要な鍵だ。

例えば，生徒が次のような会話をしていたとする。

　A:  I like sports very much.

　B:  Why do you like sports?

　A:  …（日本語で）気分が爽快だから。

　Aの生徒が英語で言えなかったことは，「スポー

ツをすると気分が爽快になる」だ。接続詞などを学

習していない 1年生には易しくはないが，ここで

は“I� play� sports,� and� I’m� happy.”など，既習の

簡単な表現で言うことができる。つまり，的確な定

型表現や語句が出てこないときは，似た意味の表現

や語句で代替したり，状況を細かく映像化して順序

立てて説明したり，具体例をあげて説明したりしな

がら，やりくりできるようになることが肝心だ。

　さらに「瞬時に言えない」「言いかえもできない」

という場合は，伝えたい内容の 2割程度，つまり

本質的なことだけを相手に伝え，残りは「言わない」

という考え方もあることにも気づかせたい。

　そのような気づきを体験していくことで，日本語

で考えたことを英語に変換するよりも，英語で考え

たことをそのまま言ったり，状況を映像化しながら

言える部分だけを英語で言ったりするほうが簡単だ

と気づく生徒も出てくる。また，それによって，前

述①の活動を行うときの，生徒の取り組む姿勢も変

わってくる。

考えがないと言えないことに気づかせる

　Why （do you like ～）? / What do you think of  

～ ?と聞かれた場合，日本語でも応答に困ることが

あるように，自分の意見や考えなど，何か伝える内

容がないと英語でも言うことはできない。つまり考

える訓練が必要である。幸い，伝統的にNCでは生

徒に深く考えさせる題材が多いため，前述の③

Lessonのまとめの oral presentationや④ Project

などの活動を行うときも，詳細情報（理由・具体例・

感想など）を追加して自分の意見を述べさせることが

できる。これは，会話の継続につながるだけでなく，

ディスカッションやディベートの基盤にもなる。

会話では質より量を重視する

　会話の練習では，正確さを意識するよりも，生徒

の発話量を増やすことが重要だ。発話量が増えれば，

相手に伝わる情報量が多くなり，聞き手の理解が深

まったり，会話の有益性が上がったりするからだ。

� 発話量を重視するということは，英語の正確さに

ついて指導しないということではない。例えば，話

した英文をノートに書かせ，あとでそれをチェック

することで正確さの指導をすることもできる。

ALT との会話で自信をつけさせる

　本校では，授業中，別室にいる ALT のところへ

生徒が行き，1分間話す活動を継続させている。

「ALT に自分の英語が伝わった」という達成感・成

就感は，コミュニケーションへの関心・意欲・態度

を高め，生徒の自信につなげることができる。

　一方で，生徒の声が小さくてALT が聞き取れず，

聞き返すことがある。それが原因で自信をなくして

しまう生徒も少なくない。英語が上手でも，伝える

内容があっても，相手に聞こえないとメッセージは

伝わらない。大きな声で話すことは，英語活動全体

の大切なポイントであり，1年の入門期（発話，ス

ピーチ等）から繰り返し指導していく必要がある。

おわりに

� 授業は，教師と生徒，生徒同士の信頼関係がない

と成り立たない。特に USE�Speak 会話は，生徒

同士の会話が中心であり，相手から多くのことを学

び，互いに協力するからこそ成り立つ活動だ。それ

故，会話の最後は，お互い“Thank� you.”や励まし

のことばを言って終わらせたい。

鈴 木  悟  （ 東 京 都 立 両 国 高 等 学 校 附 属 中 学 校 ）

即興で話す力を育てる指導
─USE Speak 会話 の活用─

Book 1  Lesson 7 USE Speak 会話

①  Lesson の各パートの導入時に，挿絵や写真
のピクチャーカードを活用して，生徒が写真
描写（picture description）を行う。

②  GET や Let’s Talk の dialog を 使 っ て， リ
アクションや相づちなどを入れながら，skit
や plus one dialog の活動を行う（ペアで会
話や音読練習をし，クラスの前で発表を行う）。

③  Lesson のまとめとして，GET や USE Read
の本文の内容に，自分の意見や調べたことな
どを加えて発表する oral presentation の活
動を行う。

④  Project でスピーチやプレゼン，インタビュー
などを行う際は，リハーサルなどを行い，全
員が自信をもって話せるまで高める。

⑤  USE Speak会話では，ペアで練習したあと，
ALT との会話を行い，定型表現を定着させる。
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新しい USE Read を作るにあたって

 28NCでは，現行版を発展させる形で，リーディ

ングに特化したページ USE Readを作っている。

このページのねらいは，GETのセクションで習得

した基礎・基本の力を活用し，まとまった分量の文

章の読解に取り組み，英語で読む力を育てることで

ある。

　以下，USE Read指導にあたってのポイントの

いくつかを整理しておこう。

1. 予習よりも授業中の活動と復習を重視する

　基本的に，USE Readは予習を前提とした授業

を想定していない。GETで学んだ内容をしっかり

おさえた上で，授業の中で英語での読みのトレーニ

ングをしっかり行う。予習に使える時間やエネル

ギーがあるのであれば，それは，むしろ復習（e.g. 

授業中に意味を確認した英文を何度も読む）の方に

回す方が適切と考えている。

　予習を前提としない，読みに特化した授業を行う

ために，28NCでは，新出単語にはあらかじめ日

本語訳をつけて教科書中に提示している。このこと

により，生徒が単語の意味を調べる作業は必要なく

なり，英文を読んでいる時にも単語の意味を参照す

ることが容易となる。辞書指導などはもちろん必要

ではあるが，別の機会を設けて行い，USE Read

では読むことに集中するというのが方針である。

2. 多様な形で読みのトレーニングを行う

　教科書中に含まれている活動の特徴をよく理解し

た上で，効果的な指導を行うようにしたい。英文の

内容理解のためのメイン活動は In-Readingの部

分であり，3つのステップから成っている。それは，

1st Reading＝内容のおおすじをつかむ（キーワー

ド，概要，大まかな文章構成の把握），2nd Read-

ing＝細かい内容をおさえる（詳細の理解），3rd 

Reading＝内容をふり返る（要約，表による整理

etc.）というステップである。なお，3rd Reading

にそれぞれの英文の読みのゴールになる課題が配置

されている。

　Book 1 の Lesson 9（1年間の日本での思い出

についてのエマによるブログ）を例にとってみると，

1stは 4つのブログ記事とそのキーワードをマッチ

させる課題，2ndは記事の中心的な内容を確認す

る問題，3rdは読み取った内容について自分なりに

英語でまとめる（本文の表現を使いながら retell / 

rewriteする）活動となっている。これらの活動をこ

なしながら，ターゲットとなる英文を何度も読み返

し，徐々に理解を深め，読みのスキルを向上させる。

　内容理解のための In-Readingの活動の他に，

英文の横の部分には Checkという活動がある。

Checkには 3つのタイプがあり，A＝代名詞や言

い換え語句の照応のチェック，B＝ GETで導入・

練習した文法の振り返り（Grammar Hunt），C＝

文章構成への気づきの促進という内容になってい

る。特に Cは 28NCで新たに加えたものであり，

例えば，「文の最初にある『時を表す表現』に下線を

引こう」（Book 2 L2: Peter Rabbit），「この英文

を『調査の概要』『調査結果』『結論』の 3つの部分に

分けよう」（L7: Presentation）などである。

　USE Readは様々なパーツから構成されている

が，それぞれの部分の役割を理解した上で，効果的

な活用を工夫してみたい。

3. テキストタイプに応じた読みの指導を行う

　どのような発問を提示するか，どのような活動を

行うかは，読みの目的やテキストタイプを考え合わ

せて決める必要がある。28NCでは，英文を「説明

文」「意見文」「物語文」の 3つに分類し，それぞれの

タイプに応じた読みの力を鍛える。具体的には，説

明文では「述べられている主要な事実をおさえるこ

と」，意見文では「筆者の言いたいポイント（主張）

とその根拠をきちんと理解すること」，物語文では

「話の流れや登場人物の気持ちを理解すること」が重

要であるため，それに対応した活動を準備している。

紙面構成や活動の配置などについては「指導の標準

化」を図り，授業に安定感を持たせているが，同時に，

テキストタイプに応じて読みを調整することも重要

であるため，発問内容や読みの最終タスクの 3rd 

Readingの課題にはバリエーションを加えている。

Lesson 7
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3rd Reading  内容を整理する
　表の空欄に数字や英語を記入し，3つの方法の特徴を整理しよう。

e-mail letter phone

人数 （　　　） （　　　） （　　　）
特徴 ・easy

・convenient

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
3 Twelve of my classmates like letters the 
best.  What are their reasons?  They feel 
letters are more personal than e-mails.  
Letters are for the best and closest friends.  
Letters may take more time than other 
ways, but they are worth taking it.
4 Why did four of my classmates choose 
phone calls?  In a phone call you can hear the 
voice of the person at the other end of the 
line.  They say this is the best way to 
understand the person‛s feelings.
5 In conclusion, most of my classmates 
prefer e-mails.  Letters and phone calls are 
less popular, but they have good points.  
Each way to keep in touch is as good as the 
others.  

［188 words］

 
 
 
 

0 2 4 6 8 10 

others 

convenient 

easy 

Why E-mails? 

5

10

15

 〼 personal [pə ː rsənl] 個人的な

 〼 close [klóus] 親しい

 〼 worth [wə ː rθ] （　）

 〼 worth ～ing  ～するだけの価値がある

 〼 choose [tʃúːz] 選ぶ

 〼 call [kɔ ː l] 電話（をすること）

 〼 end [énd] 端

 〼 at the other end  向こう側で

 〼 line [láin] 電話線

 〼 prefer [prifə ː r ] 好む

 〼 point(s) [pɔ int(s)] 点

 〼 each [íːtʃ] それぞれの

 phone call
 [fóun kɔ ː l] 電話をかけること

Words

Check
A 次の語句は何を指していますか。
　they (l.6)，it (l.6)，this (l.10)
B ＜比較級＞＜最上級＞＜as ～ as＞を
含んだ文を抜き出そう。（pp.92-93）

C この英文を「調査の概要」「調査結果」
「結論」の3つの部分に分けよう。

Think

次の場合，自分は何を選ぶか，理由
をつけて書いてみよう。
・ 海外に住む友達に連絡するとき
・友達にあやまるとき
　 I choose （e-mails / letters / 

phone calls） because 　　　 .

説明文
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貼込　初校✓

Book 2 Lesson 7　説明文の 3rd Reading

4. 3 年間を見通した段階的な指導を目指す

　USE Readの活用にあたっては，それが含まれ

るレッスンの他ページとの関係を確認するのはもち

ろんだが，3年間を見通した他のレッスンの USE 

Readとの関係を考えることも重要である。例えば

以下のような点を踏まえて段階的な指導を心がけた

い。

　（A）「英文の長さ」：1年の最後では 135語，2年

生で 188語，3年生で 329語となっている。最終

ゴール（例えば，高校入試に対応できるリーディン

グ能力）から逆算して，それぞれの段階でどの程度

の長さの英文を生徒に読ませるのかを意識しながら

指導を行うことが必要である。

　（B）「活動のレベル」：英文のレベルだけでなく，

活動のレベルも，徐々に難易度の高い，生徒が自分

で考えて行うものへステップアップしていくように

USE Read は作成されている。例えば，2nd 

Readingの部分を見てみると，1年生の Lesson 

7では，答えに該当する本文部分に下線を引いたり，

それを□で囲んだりする活動，Lesson 9では空欄

を埋めて解答文を完成させる活動となっている。自

由度を低くした，比較的容易な活動である。2年生

の前半になると，日本語による質問に自由解答形式

で答える活動，2年生の Lesson 5以降は英問に

答える活動という具合に，徐々に解答形式が変化し

ていく。教科書の進行とともにリーディング活動が

レベルアップしていくイメージを持って指導にあた

ることが重要であろう。

　（C）「読みのスキル」：授業の中で鍛える読みのス

キルについて，「予測」「キーワード・チェック」「行

間を読む」「5W1H」「パラグラフ・リーディング」「情

報検索読み」「要約」などの方略を 3年間にわたって

配している。それぞれの英文に適したスキルを特定

し，In-Reading の 3rd Readingにおいてそれに

関する課題を提示している。また，スキルの内容を

Tips for Readingという形で解説し，生徒もそれ

を確認できるようになっている。例えば Book 1 

Lesson 9（Four Seasons）「読む前に，タイトル

や写真などから内容を予測してみよう」，Book 2 

Lesson 5（Uluru）「各段落で一番重要な文な何か

を考えながら読んでみよう」などが例にあたる。3rd 

Readingにある関連活動を行った後に，Tips for 

Readingの内容を確認するという流れにすると効

果的である。

USE Read

42 forty-two

1st Reading  内容のおおすじをつかむ　できごとの順に（　）に番号を書き入れよう。
（a） 禎子さんがリレーの選手になった　（　　）　　（b） 原爆が投下された　　（　　）
（c） 禎子さんの像が建てられた　　　　（　　）　　（d） 禎子さんが入院した　（　　）
2nd Reading  細かい内容をおさえる
　下の質問に答えよう。
（1） What happened on August 6, 1945?
（2） What did Sadako hope to be when she was in elementary school?
（3） What did Sadako’s sickness come from?
（4） What was Sadako’s wish while she was making paper cranes?
（5） After Sadako died, what did her friends do?

●佐々木禎
さだ
子
こ
さんのことを知っていますか。彼女がどんな人生を送ったのかに注意しな

がら読んでみよう。

1 It began with a f lash.  On August 6, 1945, an 

atomic bomb was dropped over Hiroshima.  The 

bomb destroyed the city.  At least 130,000 people 

died by the end of the year.  Two-year-old Sasaki 

Sadako survived.
2 In elementary school, Sadako could run fast.  

She especially liked her PE class.  She wanted to be a 

PE teacher when she grew up.  In the sixth grade, she 

was selected as a member of the relay team for the 

school’s sports day.  It made her very happy. 
3 About a month after the sports day, Sadako 

suddenly became sick.  The doctors thought that her 

sickness came from the bomb.  “It will be difficult 

for her to live for more than one year,” a doctor said 

to Sadako’s parents.

The Story of Sadako

5

10

15

 〼 begin with ～  ～で始まる

 〼 drop(ped) [drά p(t)] 落とす

 〼 survive(d) [sərváiv(d)] 生き残る

 〼 elementary [eləméntəri] 初級の

 〼 elementary school
 [eləméntəri skú ːl] 小学校

 〼 especially [ispéʃəli] 特に

 〼 grew [ɡrúː]← grow 
 grow（成長する）の過去形

 〼 grow up  成長する

 〼 grade [ɡréid] 学年

 〼 select(ed) [silékt(id)] 選ぶ

 〼 relay [ríːlei] リレー競争

 〼 suddenly [sʌ dnli] 突然

 atomic bomb [ətά mik bά m]
 原子爆弾

 two-year-old [tú ː jí ər  ó uld]
 2歳の

 sickness [síknis] 病気

Words

時を表す語句は，物語のあらすじを追
うのに重要です。それらに注意して，い
つ，何が起こったかをおさえながら読
んでみよう。

Tips for Reading

Check
A 次の語句は何を指していますか。
　the city (l.3)，it (l.10)

E3403_L4_R_28NC.indd   42 2014/04/09   17:50

Book 3 Lesson 4 Tips for Reading 

　28NCは 24NCをベースに，活動の目的や意図

をより明確にし，構成や展開をより使いやすい形に

作り直したものである。基本方針は理解していただ

いた上で，創造的に活用し，「英語で読む力」の育成

に役立てていただければ幸いである。

池 野 　 修  （ 愛 媛 大 学 ）

USE Readを活用した「英語で読む力」
の育て方
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USE Write では生徒に何を意識させるか

　USE�Write では，1文レベルを超えて，2文，3

文，それ以上からなる，まとまった英文を書く力の

基礎を鍛えることを目標としている。USE�Write

の特徴として，「ジャンル」「状況」「読み手」などへの

意識が挙げられる。つまり，「誰にどんな状況で，

どんな英文を書くか」という，実生活の中で書くと

いう行為を行う際に考慮していることを，USE�

Write の活動内でも意識することで，実践的な書く

力が向上することが期待できる。

　特に，読み手を意識することは，書くべき内容を

決めるうえで重要な役割を果たす。「海外の姉妹校の

友達」（Book 1� Lesson�9）が読み手であれば，日本

の文化や慣習には疎いことを踏まえて書く必要があ

るし，「新聞の読者コーナーへの投稿」のように，読み

手が「不特定多数」（Book 3� Lesson�6）であればそ

れを意識して書く必要がある。この点が，各Lesson

のGET�Practice，3�Writeとは大きく異なる。

USE Write の活動の意義

　USE�Write では複数の文を書くことから，これ

まで習った文構造や文法事項を活用する絶好の機会

となる。言い換えると，自分の頭の中にある文法の

データベースから，自分が書きたい内容を書くのに

ふさわしい文構造や文法事項を選択するというプロ

セスの学習ができる。英語学習において頻繁に使わ

れる「定着」や「活用」という言葉が意味するのは，

この「必要な材料を選択できる段階」であると考え

れば，USE�Write の活動の意義が明確になる。

　USE�Write のもう 1つの意義は，複数の文をど

う積み重ねて 1つのまとまった英文を構築するか

を学べることである。つまり，「文と文のつながり」

への意識を高めることができる。この点について

『中学校学習指導要領解説�外国語編』では，「『文と

文のつながりなどに注意して文章を書くこと』の部

分は，内容的にまとまりのある一貫した文章を書く

力が十分ではないという課題に対応して今回の改訂

で新たに加えたものである」と記載がある。複数の

文を書くことが求められるUSE�Write を行うこと

で，この課題が解決されていくことが期待できる。

USE Write で「文と文のつながり」を意識

　「文と文のつながり」は大きな意味では文章構成に

関わるものだが，USE�Write ではそのほとんどが，

Opening�（O）�⇒�Body�（B）�⇒�Closing�（C）

という 3段階の文章構成を提示している。例えば，

Book 1� Lesson� 9（右上図）では，O＝できごと，

B＝どこで・何をしたか，C＝感想・まとめ，となっ

ている。この 3つの段階について，左ページのモ

デル文では，それぞれが次のように対応している。

　このようにモデル文の構成をまずは確認すること

で，内容のつながりを意識させることができる。こ

の内容の流れは，ディスコース・パターンとも呼ば

れ，トピックやテーマごとに使うべき適切なパター

ンが異なる。USE�Write では，このディスコース・

パターンの学習を指導目標の１つとするとよい。

O� できごと� ⇒　校外学習

� � 　　鎌倉に行った

B�
どこで・

� ⇒　大仏を見た

�
何をしたか

� 　　博物館で歴史を学んだ

C� 感想・まとめ� ⇒　楽しかった

*

USE Write で実際に英文を書く

　USE�Write の右ページは実際に英文を書く活動

であるが，すぐには複数の文が書けないので，ステッ

プを踏むことで，そのプロセスを学習する。

Step� 1　テーマについて自分が書く視点を選ぶ

Step� 2　日本語でメモを作る

Step� 3　英語でメモを作る

Step� 4　英語のメモをもとに英文を書く

　Step� 1 では，テーマについて，どの切り口で書

くかという視点を決める。Step� 2 では，その視点

の範囲内で，自由にアイディアを出す。この段階は，

最終的に作文に入れるべき情報かどうかは気にせず

に，多くのアイディアを出す段階であるので，日本

語で行う想定をしている。そして，まとまりのある

英文を書くために特に大切な段階であるStep� 3 で

は，Step� 2 で出したアイディアから，与えられた

ディスコース・パターンを意識して，英文に入れる

と判断した項目を選択して，英語でメモをしていく。

　Book 1の Lesson� 9 では，「できごと」⇒「どこ

で・何をしたか」⇒「感想・まとめ」というパターン

が提示されているので，それぞれに当てはまるもの

を選ぶ。ここで特に注意したいのは，Body に該当

する「どこで・何をしたか」が羅列的に書かれてい

ると，まとまりのある文章にはならないことである。

そうならないよう，それぞれの事実について，付加

できると思われる情報の中から，書く意味のある情

報を選ばせる必要がある。例えば，「お弁当を食べ

た」に続くものとして，「みんなで話しながら食べた」

という内容が思いついたとする。「昼食」という点で

は内容はつながっているが，この内容は，海外の姉

妹校の友達が読んで面白いと思うだろうか。代わり

に，大仏の大きさを調べてそれを載せることや，屋

外にある大仏であるという事実を紹介することの方

が，読み手を考慮した場合，有益な情報だと言える

だろう。このように，Step� 3 の段階では，活動の

最初に確認をした「状況」や「読み手」に立ち返って，

どんな内容を書くのが適切かを判断させるとよい。

　英文を書く準備をするStep�1～ 3を経て，実際

に英文を書くStep�4ではモデル文や Idea�Box を

利用したり，付録の「基本文のまとめ」を参照したり

しながら，どの文構造や文法事項を使うと，メモし

た内容が正しい英文で書けるかを考えさせるとよい。

USE Write で何を学習するか

　USE�Write では，これまで習った言語材料の活

用だけでなく，「ディスコース・パターン」や「英文

を書くためのプロセス」も学習させるとよい。その

ためには，活動後の振り返りとして，でき上がった

英文だけに目を向けるのではなく，「どんな手順で英

文を書いたか」とか「次にまとまった内容の英文を書

く時に使えるスキルや手法は何か」という問いを与

えることも指導の一環として意義があると言える。

工 藤 洋 路  （ 玉 川 大 学 ）

USE Writeを使った
ライティング指導の留意点

USE

118 one hundred and eighteen

Write

 1 健が紹介記事を書いています。

 Step 1  できごとを選ぶ　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　

Step 2  日本語でメモを作る

□ 鎌倉に行った
□ お弁当を食べた
□ 友達と話した
□ 大仏を見た
□ 寺社を巡った
□ 博物館に行った
□ 歴史を勉強した

□ 楽しかった

Step 3  日本語のメモから項目を選び，英語でメモを作る

Opening できごと ・field trip

Body
どこで・何を
したか

・visit Kamakura
・saw / big Buddha
・study / history / museum

Closing 感想・まとめ ・enjoyed / Kamakura  

　 Step 4  英語のメモをもとに，文章を書き，タイトルと署名をつける

 
 Our school has two field trips every 

year.  We visited Kamakura in November.  

We saw a big Buddha.  We studied the 

history of the city at the museum.  We 

enjoyed Kamakura very much. 

city 町

Field Trip to Kamakura
Kato Ken

 （1） Step 2  の日本語のメモのうち， Step 3  の英語のメモで取り上げたものにチェック□✓しよう。
 （2） Step 4  の英文のうち，Opening，Body，Closingはどの部分ですか。／で区切ろう。
 （3） Step 4  の文章を書くとき，内容や構成について，健がどんな工夫をしているか話し合おう。

校外学習

Buddha 大仏　　history 歴史

学校生活について記事を書こう
●1年間の学校生活の中で印象深かったできごとを，ウェブサイトの記事に書いて，
海外の姉妹校の友達に紹介しよう。

記事には「タイトル」と
「署名」がついているね。

行程表　11月 鎌倉 校外学習
 9:00 駅に集合
 ～ （電車で移動）
 11:00 大仏　見学
 12:00 昼食
 13:00 寺社巡り
 15:00 博物館　見学
16:00 駅で解散
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Lesson 9

119one hundred and nineteen

記事

 2 クラスやグループで協力して，「印象深かった学校生活」について，紹介記事を書く練習をしよう。
 （1） 「どんなできごとか」「何をしたか／何があったか」「どう感じたか」を書き出そう。
   

 （2） （1）で書き出した「できごと」から1つ選んで，話し合ってメモを作ろう。

 Step 1  できごとを選ぶ　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　

Step 2  日本語でメモを作る

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

Step 3  日本語のメモから項目を選び，英語でメモを作る

Opening できごと

Body
どこで・何を
したか

Closing 感想・まとめ

 （3） （2）のメモをもとに，話し合って紹介記事を完成させよう。

 3 あなたにとって印象深かった学校生活について，紹介記事を書こう。

①　one-day camp キャンプ　　sports day 運動会　　school festival 文化祭
②　cook curry カレーを作る　　 win the first prize 優勝する
③　make friends with ～ ～と友達になる　　have a good time 楽しむ
　

［付録］いろいろな単語
Idea Box

◆時間の順に並べてできごとを紹介するとわかりやすいよ。

校外学習の行程
11:00　　大仏　見学
12:00　　昼食（サンドイッチ）
13:00　　寺社巡り

 I saw a big Buddha.  (11:00)   I had sandwiches 

for lunch.  (12:00)   I visited some temples and 

shrines after lunch.  (13:00) 

Tips for Writing ❶

temple(s) 寺　　shrine(s) 神社

過去形を使ってできごとを
書くことができるかな？
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Book 1

Lesson 9

USE Write
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Project の特徴

　24NCのプロジェクト型学習のページの呼称は，

Mini-projectであった。28NCは“Mini”ではなく

なったが，それには 3つの改善の意が込められる。

　割かれるページ数は同じで，年間 3回の頻度も

同じなので，Miniがとれたからといって活動規模

が大きくなったわけではない。一番の違いはMini-

projectが USE，つまり Lessonの一部であった

のに対し，28NCでは，Projectは Lessonから

独立している点である。これにより，当該 Lesson

の文法事項やトピックだけに縛られることがなくな

り，各学期で学習した内容や技能（2，3レッスン分）

を統合して行うことができる，言語活動のまとめの

ような位置づけになった。学期末に目標とする

「Can-Do」を具体化した課題といえる。

　違いの 2点目は「考える（Think）」ステップを活

動の手順の中に位置づけた点である。24NCのMini- 

projectは，現実に経験しそうなタスクを設定し，

4技能を統合的に運用しながら，ペアやグループで

の協働的な活動を取り入れつつ，段階的にタスクを

進める構成になっている。その美点を継承しつつ，

28NCではブレインストーミングのためのマッピ

ングを加えるなど，話したり書いたりしたい内容を，

可視化して整理する Thinkの過程を明確に位置づ

けた。思考を図示し，可視化することで，英語の知

識・理解，技能練習に割く時間と同様に，思考・判

断・表現するための時間の確保も大切な学習過程で

あることを学習者も意識できるよう心がけた。

　3点目は USEで行う言語活動との連携である。

Projectを円滑に進めるためには，そのときだけ言

語活動を活発化させようとしても難しい。当然なが

ら，普段からの継続的な取り組みが不可欠である。

Projectで行う言語活動は，聞き取り，読み取り，

やりとり，書き取り，Show & Tell，インタビュー，

プレゼンテーションなど多様である。Projectが始

まってからインタビューの方法を説明していては遅

い。USE Read / Speak / Writeでこれらのタス

ク遂行能力を個別に鍛え，Projectでは，思考内容

を重視しながら，より統合的に言語活動を実践す 

る。例えば，Show & Tellの構成は，Opening /

Body / Closingの 3要素からなるが，この構成は，

USE Speak / Writeで 3年間，学年相応に課題を

変えながらも，一貫して繰り返し登場している。思

考・判断・表現に応用のきく基本パターンを USE

で育成し，Projectではより統合的な言語活動のな

かで，思考のツール，表現技能として応用できるこ

とを目指している。

プロジェクトの進行

　活動の進行手順は，どの Projectでも 4段階もし

くは 5段階で仕組まれており，各 Projectで順序や

内容は異なるが，Listen, Think, Speak, Read, 

Writeの活動が，現実社会で起こりそうなタスクに

なぞらえられて，統合的に配列されている（聞きな

がらメモを取る，など）。Book 1の Project 3「大

切なものを紹介しよう」を例に展開を紹介したい。

① Listen

　健が作成したブレインストーミングのためのマッ

ピング図（図１参照）を見ながら彼のスピーチを聞

く。計画段階のマッピングには，スピーチ内容以外

のことも書かれており，その中からどの話題を選択

し，関連づけてスピーチを組み立てたかを確認する。

② Think

　自分の大切なものについてマッピングを行う。で

きるだけ短時間で発想を巡らせ，あれも言いたい，

これも説明したいと表現欲求を育む時間である。こ

の際，話すことを決めて原稿を書くのではなく「発

想を広げること」を目標とする。

③ Speak （interaction）

　マッピングを参照しながら，自分の大切なものに

ついてパートナーとインタビューし合う。その際，

「Idea Box」にある質問のしかた，会話パターンな

どを参照しながら，大切にしているものの描写や説

明を工夫し表現の幅を広げる。

④ Write

　マッピングやインタビューの際のメモを見直しな

がら Show & Tellの原稿を作成する。Opening /

Body / Closingをガイドラインとして，全体構成

を考えながら書けるように仕向ける。（図 2参照）

⑤ Speak （presentation）

　原稿のブラッシュアップ，修正，発表練習を経て，

Show & Tellを行う。ペア／グループなど，聴衆を

少人数に限定する場合も，教室全体の前で発表する

場合も，聴衆からの好意的反応が，発表者を育てる

ために不可欠である。「かろうじて原稿を読み切る」

「儀礼的に拍手する」だけに終わらぬよう，発表者に

は，大切なものの写真を見せるなど表現の工夫を促

し，聴衆には，That’s cool!など短いコメントや

Uh-huh.などの相づちで，発表者を励まし ,支え ,

讃えることを促す。最初は気恥ずかしいかもしれな

いが，聞き手が「日本人」のままでは，英語を話す気

力も湧かない。何よりもまず聞き手が「英語話者」「好

意的な聴衆」を演じることが，居心地よく発表者が表

現したくなる空間をつくるために不可欠である。人

前で話すことを生業にしている私たちは，聞き手の

支えの大切さを日々実感しているはずである。

プロジェクトの「壁」を越えたい

　プロジェクト型学習や，タスクベースト学習と呼

ばれる，現実社会の言語使用を念頭においた言語活

動を実践しようとすると，

・��時間が足りない。特に英語以外のことに割く時間

や労力が無駄に感じる。

・評価が難しい。文法定着も確認しにくい。

・��発表や会話がそもそも苦手な生徒たちのケアが難

しい。

などの「壁」に直面することになる。今回の改訂で，

時間効率が上がる工夫や，より自然で無理のない活動

の流れづくり，USE Read / Speak / Write との連

携強化などを試みたが，それでもなお，時間の壁，評

価に値する学力がつくのかという教師の不安の壁，不

慣れな外国語でのコミュニケーションへの生徒の不

安の壁などは，実践の過程で生じることと思われる。

プロジェクトの「壁」の向こう側

　プロジェクト型学習を導入・継続すると見えてく

る生徒たちの成長と学力の確かさに驚くことがある。

それは表現の豊かさであったり，即興的な対応であっ

たり，心打たれる発表内容だったり，英語を通して

他者や社会を知り，自分を表現できた実感からくる

自信だったりもする。中でも「使いながら学ぶ」意義

を感じるのは，文法も含めた表現の「正確さ」に加え

て「適切さ（appropriateness）」である。例えば，主

観的な理由を述べるとき， I have three reasons!

と言うのは不自然ではないが，客観的に理由を分析

するなら，There are three reasons!と言ったほ

うが自然であることに，文脈の中で発話してみると

気づくことができる。そんな学びの体験を生徒と共

有するのも英語教師の醍醐味かと思う。

今 井 裕 之  （ 関 西 大 学 ）

Projectはどのように変わったか
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図 2　Book 1 Project 3，4 Write図 1　マッピング図（Book 1 Project 3，1 Listen）
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Project 3

 1 Listen  これは健が発表の原稿作りのために作ったマインドマップです。 
健の発表を聞いて，実際に健がShow & Tellで話したことにチェック□✓しよう。

select(ed) 選ぶ

  

 2 Think  あなたが大切にしているものを1つ選んで，あなた自身のマインドマップを作ろう。

 ★（　　）や  に記入するときの参考にしよう。

 ［種類，色，形，大きさ，性格，性質，名前，好きなこと，できること，手に入れた経緯，感じたこと］

（好きなこと）
速い

高い

ボールを取る

走る

跳ぶ

公園で遊ぶ

弟が名前をつけた

5月生まれだから

（名前）

呼ぶと喜ぶ 名前はメイ

（種類・色・大きさ）
5才

茶色 耳が長い かわいい

ブルドッグ 小さい

（手に入れた経緯）
弟の誕生日

4年前

譲ってもらった おじさん

（大切なもの） ペットの犬

（　　　　　　　）

（　　　　　　　）

（　　　　　　　）

（　　　　　　　）

（大切なもの）

大切なものを紹介しよう
●絵や写真を見せながら，あなたにとって大切なものを， 

Show & Tellで紹介しよう。
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統合

 3 Speak  大切なものについて，友達と英語でインタビューし合おう。

友達の大切なもの どんなものか・どうして大切なのか

 4 Write  大切なものを紹介するShow & Tellの原稿を書こう。

 

  
Hello, everyone.

This is                                                      .

Thank you. 

Opening

●あいさつ
●紹介するもの

Body

●どんなものか
●どうして大切
　なのか

Closing

●まとめ
●あいさつ

 5 Speak  あなたにとって大切なものをShow & Tellで紹介しよう。

 Try  友達の発表を聞いて，わかったことをメモしよう。わからなかったことは質問してみよう。

　

【インタビュー例】
A : What is important to you?
B: It’s my camera.
A : Why?
B: Because my grandfather gave it to me.
A : Nice.  When did you get it?
B: Two years ago.

【質問】
What do you treasure?　何を大切にしていますか。
How many times ～ ?　 何回～。
How often ～ ?　 どのくらいの頻度で～。

【語句・表現】
cute　 かわいい　　 cool　 かっこいい　　 beautiful　 美しい
nice　 すてきな　　 old　 古い　　 new　 新しい

［付録］会話表現 ・ いろいろな単語
Idea Box
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特 集  ゆ る ぎ な い 英 語 力 を 育 成 す る た め に

　 特 集  ゆるぎない英語力を育成するために
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入門期の考え方

　入門期（Get Ready～ Lesson 3）のポイント

は，小中の円滑な接続です。外国語活動が必修化さ

れ，5年生と 6年生は週 1回，英語に触れています。

つまり，生徒は英語の音声や基本的な表現に慣れ親

しんできている経験を持っています。生徒の慣れ親

しみを踏まえ，24NCで扱われている語彙や表現

を見直しました。小学校で慣れ親しんできた語彙や

表現を多く取り入れるようにし，スムーズな接続が

可能となるように配慮しました。また，28NCの

入門期は「聞くこと」から「書くこと」という指導の

流れを大切にしています。本稿では，28NCを使っ

た入門期の指導に焦点を当てます。

小学校英語から中学校英語へ

　Get Ready 1「コミュニケーションを楽しもう」

には，小学校で体験してきたことを踏まえて，中学

校でさらに英語の世界を広げていってほしいという

願いが込められています。この考え方は 24NCか

ら引き継がれているものです。

　英語のやり取りを聞いて，どの場面のことか選択

させるタスクがあります。このやり取りは，小学校

の外国語活動でよく扱われるものですから，生徒の

活動状況を見ながら，生徒の慣れ親しみの様子を把

握することができます。

　Get Ready 1の右下に「絵や英語をヒントに，そ

れぞれ何をしているか考えよう」という指示があり

ます。パノラマの絵を生徒に見せて，それぞれの人

たちが何をしているのか，どんな話をしているのか，

考えさせます。あいさつ，道案内，買物，食事など

の場面や，生徒の身近な暮らしに関わる場面などが

描かれていることに気づくでしょう。こういった場

面でのコミュニケーションを英語で行うことのでき

る力を中学校 3年間で育んでいくことになります。

Get Ready 1を活用して，生徒が中学校での英語

学習を見通せるように指導してほしいと考えます。

生徒の知識や技能の見きわめ

　中学校の入門期では，生徒の慣れ親しみの度合い

や身につけている知識や技能を見きわめながら，適

切な指導を行っていくことも重要です。Get 

Ready 2「友達になろう」では，登場人物の紹介と

あわせて，スポーツ，食べ物，動物など，小学校で

扱われているような身近な英語の単語が示されてい

ます。教師が発音した単語をタッチさせたり，キー

ワードゲームを行ったりしながら，生徒が英語の音

声や表現にどの程度慣れているのかを診断すること

ができます。

　Get Ready 2は英単語の絵辞典としても活用で

きます。一般動詞（Lesson 3）や複数形（Lesson 

4）を学ぶ際には，Get Ready 2にある絵を見な

がら好きなものなどについて紹介させたり，数えさ

せたりできます。また，スペルが示されていますの

で，Get Ready 2を参考にしながら英文を書かせ

たりすることもできます。

「聞くこと」から「書くこと」の流れ

　1年生の Lesson 1～ 3の構成は，GETだけで

成り立っています。各GETは，「聞く」活動で導入

され，「書く」活動で終わるという指導の流れになっ

ています。次の例を見てください。

22

GET Part 2

twenty-two

聞いてみよう  会話を聞いて，①～③の人物の出身地を下のⒶ～Ⓓから選び，（　）に記号を書き入れよう。

POINT

文法のまとめ p.44

●2  「あなたは～ですか」 Are you from Australia?

Yes, I am. / No, I am not.  (I am→I’m)

I am Ken.

You are Ken.  
●1  「あなたは～です」

●教室で，健たちが出身地について話しています。

Emma
（　　）

Meiling
（　　）

Paul
（　　）

Ⓒ the USA

Ⓑ Japan

Ⓐ China

Ⓓ Australia

① ② ③

1
年
生
L1
〜
L3
用
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Lesson 1

twenty-three

話してみよう   登場人物になったつもりで話してみよう。 
例にならって，相手がだれになっているか，おたがいに当てよう。

例 A :  Are you from China? B:  No, I’m not.

 A :  Are you from the USA? B:  Yes, I am.

 A :  You are Paul.  Right? B:  Right.

書いてみよう  下の例にならって，登場人物に出身地をたずねる文と，その答えを書いてみよう。

●質問する文の終わりには，
「?」（クエスチョンマーク）をつける。

●文の最初にくる Yes, No やあいさつなどのあとには「 ,」（コンマ）を入れる。そのあとは小文字1つ分くらいあける。

  ふつうの文は文末を下げて，質問や確認の文は文末を上げて言おう。　You are Ken.（  ）  Right?（  ） / Are you from Sydney?（  ）♪

Words

 〼 Chi
▼
na

 〼 Japa
▼
n

 〼 Austra
▼
lia

 〼 the

 〼 U
▼
S
▼
A
▼

 〼 a
▼
re

 　 I’m ← I am

 〼 hi
▼
　

 〼 ri
▼
ght

 〼 fro
▼
m

 〼 am [are] from ～

 〼 ye
▼
s

 〼 no
▼

 〼 no
▼
t

 Sy
▼
dney  シドニー

 Ca
▼
nberra  キャンベラ

 Emma:  Hi.  I’m Emma.  You are Ken.   

Right?

 Ken:  Right.  Are you from Australia?

 Emma:  Yes, I am.

 Ken:  Are you from Sydney?

 Emma:  No, I’m not.  I’m from Canberra.

（　）に入ることばを書こう。
(    ) you from Sydney?

Q    A&

AUSTRALIA

Sydney

Canberra

5

1
年
生
L1
〜
L3
用
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①「聞いてみよう」の活動

　聞いた英語の内容を示す写真・絵を選んだり，線

で結んだりするタスクがあります。まとまりのある

英語を聞いて大まかに英語の意味を理解するという

段階です。それほど難しいタスクではありませんが，

曖昧な理解から詳細な理解へと学習を進めるために

重要なステップとなります。また，「聞いてみよう」

の活動を進める際，タスクを行わせ，答え合わせを

するだけでなく，英語が使われている状況（どんな

場面なのか，どんな人たちが話しているのか，どん

なことを話しているのかなど）に注目させましょう。

② Point

　文のしくみを理解する段階です。小学校では Are 

you ～?と Do you ～?という表現を用いながら

活動を行っていますが，2つの表現の区別を理解し

ているわけではありません。中学校の入門期は，小

学校で慣れ親しんできた英語表現を整理する時期で

もあります。生徒は，Do you ～?という表現にも

慣れていますので，簡単に Are you ～?と Do 

you ～?との違いを指導してもよいでしょう。

　文のしくみが整理できたら，もう一度「聞いてみ

よう」の音声を聞かせ，Pointの文に注目させること

ができます。例えば，Are you ～?という英語が何

回使われていたかを聞いたり，Are you ～?で聞か

れている内容を確認したりしてもよいでしょう。

　また，Pointの文のしくみを理解させるだけでは

なく，コミュニケーションのために活用できる力を

育成することが重要です。整理した Pointの文が①

で確認した状況で活用できることを意識させます。

③本文

　聞いた英語を文字で確認する段階です。音声を聞

かせながら音声と文字とを対応させます。音声に慣

れ親しんでいる状態であれば，生徒に文字を見せて

自分の力で発音させてもよいでしょう。

　その後で，Words欄で挙げられている語句の発

音や意味を確認します。語句に□がついていますの

で，チェックするなど学習に活用してください。

④「話してみよう」の活動

　Pointの文を使いながらやりとりをする段階で

す。小学校の外国語活動では，積極的にコミュニ

ケーションを図ろうとする態度が大切にされ，臆さ

ずに他の人と関わろうとする姿を育成しています。

決まったペアだけでなく，さまざまな人たちと関わ

ることを促すことによって，中学校においてもその

積極的な態度をさらに伸ばしていきたいものです。

⑤「書いてみよう」の活動

　モデル文を見ながら，英文を書く練習を行います。

　このように，28NCの入門期のレッスンは，「聞

くこと」から「書くこと」という流れの中で，「イン

プット→アウトプット」，「理解→表現」というステッ

プを組みながら，音声と文字をつなげた活動が可能

となるように構成されています。

　また，Lesson 1～ 3の「書いてみよう」の活動

はモデル文を見ながら英文を書く練習を行います。

これらの段階を経て，Project 1「自己紹介をしよ

う」で，自己表現のために英語を書くという活動に

つなげます。

酒 井 英 樹  （ 信 州 大 学 ）

入門期を指導する
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6 six

Get
Ready コミュニケーションを楽しもう1

●英語を聞いて，どの場面か選ぼう。

1

2

3

E1005_GR_28NC.indd   6 2014/04/04   17:26

7seven

 絵や英語をヒントに，それぞれ何をしているか考えよう。

4

5

6
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8 eight

Get
Ready

Paul Green

badminton

baseball

cricket

running

basketball

soccer

swimming

table tennis

tennis

volleyball

judo

田中 久美
Tanaka Kumi

skating

友達になろう（1）友達になろう（1）2
●3年間，一緒に学ぶ仲間です。名前や好きなものを聞いてみよう。

Paul Green
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9nine

楊 美玲
Yang Meiling

rice

nan curry

juice

kimchi

milk

（miso）soup

pizza

salad

spaghetti

steak
sushi

tea

yogurt

fried rice

bread

ice cream

cake

Raj ShuklaRaj Shukla
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教科書に描いたイラストへの思いと生徒へのメッセージ

平成 24年度版の NEW CROWNのイラストを担当したあと，ソーシャルメディアなどを通じて多くの

方々からたくさんのメッセージをいただきました。メッセージをくれた方の中には，現在 NEW CROWN

を使ってくれている現役の生徒たちだけでなく，過去に NEW CROWNを使っていたという大人の方も

たくさんいました。

数ある科目の中でも英語の教科書のキャラクターたちは，中学校生活の間だけでなく，一生の思い出と

して残るものなのだということを改めて実感しました。この NEW CROWNのキャラクターたちが，生

徒たちの学習の助けとなってくれることはもちろんですが，卒業後も古い友人として青春の記憶の中にと

どめていただくことができるよう願っています。

★こぼれ話（教科書と他の仕事との違いや苦労したことなど）

普段僕は小説の挿絵やキャラクターのデザインなどの仕事をしていますが，それらの仕事ではいかに人

を惹き付けるための魅力的な画面作りをするかを第一に考えて絵を描いています。しかし，教科書などの

学習書の仕事で第一に求められていることは，本文の内容を誰が見てもわかりやすいよう，正確に伝える

ことだと考えています。それ以外にも，教科書のお仕事には守らなければいけない様々な条件がたくさん

あり，それらの制約の中で，生徒たちが 3年間楽しく勉強に取り組んでもらえるように，より魅力的なキャ

ラクターを描けるよう試行錯誤しています。

Messages from Illustrators ①

　　本文のイラストレーター
　　　　加藤アカツキさんより
　　　　

仕事場の様子

24 TEACHING ENGLISH NOW 特別増刊号 VOL.1 2015



神秘的な湖と草原が広がるイギリスの湖水地方。この地は，長年多く
の詩人や作家たちを魅了してきました。絵本作家のビアトリクス・ポ
ターもそのひとりです。
ポターが描く物語は世界中の子どもたちに愛され続けています。なか
でもピーターラビットのお話は有名です。ポターは，湖水地方を初め
て訪れた 16 歳のときから自然保護への関心が芽生え，生涯を通じて
ナショナル・トラストを支持し，湖水地方の美しい景観と文化を保全
していました。ポターが暮らした家や農場などはそのまま残されてお
り，現在でも多くの観光客が訪れます。
湖水地方は，ナショナル・トラストを支持・理解している多くの人々
の協力により，景観を守りながら愛され続けています。 （編集部）

TEACHING ENGLISH NOW 特別増刊号 Vol. 1⊖2 は，新しい NEW CROWN
の内容とその指導例をご紹介いたします（Vol. 2 は 4 月末発行予定です）。

（本誌では平成 24 年度版を 24NC，平成 28 年度版を 28NC と略記しています。
また，各学年の教科書は，Book 1，Book 2，Book 3 と表記しています。）

C O N T E N T S
 巻頭エッセイ

　01 NEW CROWN の歩み，そして目指すもの 高橋貞雄

 特集　ゆるぎない英語力を育成するために

　02 小・中・高のつながりを見据えた改訂 根岸雅史
　04  3 つのセクションを利用して，文法事項の 

確実な定着を目指そう 竹内　理
　06 新しい NEW CROWN の語彙選定と語彙指導 日䑓滋之
　08 Let＇s Listen での指導と評価 松沢伸二
　10 即興で話す力を育てる指導 鈴木　悟
 ―USE Speak（会話）の活用―

　12 USE Read を活用した「英語で読む力」の育て方 池野　修
　14 USE Write を使ったライティング指導の留意点 工藤洋路
　16 Project はどのように変わったか 今井裕之
　18 入門期を指導する 酒井英樹
　20 気づきを重視した音と文字・発音の指導 田邉祐司
　22 題材へのこだわり 田嶋美砂子
 ―引き継ぎたいメッセージ・新たなメッセージ

 Messages from Illustrators

　24 本文のイラストレーター　加藤アカツキさんより
 表紙のイラストレーター　笠島久嗣さんより

表紙写真について 

Lake District

写真：©PPS 通信社

特別増刊号

Vol. 1

【題材紹介】28NC Book 2

 Lesson 2 では，ピーターラビッ
トの物語を扱っています。

教科書に描いたイラストへの思いと生徒へのメッセージ

これから，また現在英語を勉強されている生徒たちの中で，「なぜ英語を勉強しなければいけないのか」

と疑問を持つ生徒も少なくないと思います。自分もまたそう考える生徒の一人でした。そのような生徒

だった私もヨーロッパに移住して仕事を経験し，現在では日本と海外を結び，毎年様々な国を訪れ，国籍

様々な沢山の人々と一緒にデザインや映像制作の仕事をしています。その仕事を通して日本だけでは出会

えなかった素晴らしい人達，美しい景色，文化に触れ，これまで数え切れない程，素敵な経験をすること

ができ，私の人生はそれまでよりずっと豊かなものになりました。私にとってそれを可能にしてくれたの

は間違いなく英語でした。その経験の中で強く感じたこと，それは科学やネットが発達し世界の殆どが明

らかになったように思える現在でも，本当の世界はずっと広く豊かで謎だらけであるということでした。

「なぜ英語を勉強するのか」その疑問に対して，皆さんが英語を必要と実感できる機会はもうちょっと

だけ先なのです。そしてその答えの内容は皆さん一人ひとりで大きく異なるでしょう。けれどその時が訪

れたときに少しでも英語を理解していれば，必ずその先で今よりずっと広く豊かな世界が皆さんを待って

いてくれるはずです。その機会を迎える前に，英語の学習を是非頑張ってください。そんな思いを表紙に

込めさせていただきました。

★こぼれ話（教科書と他の仕事との違いや苦労したことなど）

映像制作ではアニメーションやCGを使って動きで表現したい内容を見せることが可能ですが，イラ

ストレーションは 1枚の静止画として表現しなければならない点です。

また中学校でずっと手にして見る表紙ですから，できるだけ飽きがこない表現になるよう意識しました。

背 7.3 ミリ 28中英 1　表紙

（2014. 7. 23　申請本）

パターンA 背 7.3 ミリ 28中英 2　表紙

（2014. 7. 23　申請本）

パターンA 背 7.3 ミリ 28中英 3　表紙

（2014. 7. 23　申請本）

パターンA

Messages from Illustrators ②

　　表紙のイラストレーター
　　　　笠島久嗣さんより
　　　　（イアリン ジャパン）

仕事場の様子
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